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写真-7(a) 加熱前 

 
写真-7(b) 加熱中 

 
写真-7(c) 加熱後 

 
d)設置基準・同解説 
令和元年に改定された，道路トンネル非常用施設

設置基準・同解説 1)の避難誘導設備【解説】に足元灯

が紹介されているので抜粋を下記に示す． 

 

４－５ 避難誘導設備 

（２）避難情報提供設備 
  1) 道路管理者等からトンネル内利用者に任意の情

報提供が可能な方式とする． 
  2)  車内及び車外への情報提供を考慮する． 

【解説】 
（２）避難誘導提供設備 

②車外に利用者に対する情報提供機能 

上記のほか，車外の利用者に情報を伝える設備を補

完する設備として，トンネル内における煙中の避難環
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は表-5の通りである． 

 

 
写真-8(a)  視線誘導灯の点灯状況（平常時：黄色点灯） 

 

 
写真-8(b) 視線誘導灯の点灯状況 

（火災発生時等：赤色点滅） 

 

表-5 視線誘導灯の運用 

運用モード 発光色・点灯モード 

平常時 黄色・点灯 

火災発生時等 赤色・点滅 

 
a)視線誘導灯の特徴 

・供給する電源電圧を可変させることにより２色

発光（橙色・赤色）が可能である．（図-7） 

・制御線を使用せず，電源線のみで発光色の切替

が可能である． 

 
図-7 視線誘導灯の外形図 
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低下を

置され，

火災発
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表-7

運用モー

速度低下時

平常時

非常時

a)ペースメーカ

無線方式に

灯が可能であ

注意喚起，進

に利用できる

・無線方式の

のみで点灯

・7色の LED

可能である

・点灯方式は

が可能であ

・流れ点灯の

位での制御

・ステンレス

強靱な筐体

図-8

表-8

項目 

構 造 

設置間隔 

保護等級 

発光色 

光 度 

電源電圧 

容 量 

ペースメーカ

ド 

時 

カーライトの特

により，多種多

るため，ドラ

進入抑制，速度

（図-8）． 

のため，通信
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る． 
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る． 

形品（無溶接）

食等に強く，長

ーライトの外形

ーライトの仕様

仕 様 

レス製（プレス

m（走行側・追越

IP65 

7色 

・緑・白・黄・

850 (cd) 

200 (V) 

15 (VA) 

用 

モード 

点灯 

灯 

滅 

点滅，流れ点

して視線誘導

など，多目的

電源ケーブル

灯（表現）が

互，流れ点灯

囲で 1km/h 単

を採用した

長寿命である
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成形品） 

越側） 
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写真-11 ペースメーカーライトの外観形状 

 

b)7色（マルチカラー）点灯（参考） 

  多種多様な点灯の例（白色・緑色）を下図に示す

（写真-12）．  

 

 
写真-12(a)  ペースメーカーライトの点灯（白色） 

 

 
写真-12(b)  ペースメーカーライト の点灯（緑色） 

 

3. おわりに 

1979年 7月，東名高速道路の日本坂トンネルでの車両

事故による大規模火災が発生し 3)，2年後の 1981年 4月，

「道路トンネル非常用施設設置基準」が通達されてから

間もなく 40年が経過しようとしている． 

道路トンネル非常用施設は，トンネルにおける火災そ

の他の事故などが発生した場合の被害を最小限にとどめ

るために欠かすことのできない施設である．東京外かく

環状道路（三郷南 IC～高谷 JCT 間）京葉 JCT と本線の

特殊性に鑑み設置された安全施設を紹介したが，今まで

に例の無い先進的な事例といえる． 

今後も新たな技術を導入するなどして，道路トンネル

利用者の更なる安全性向上に資する技術開発に携わって

ゆきたい． 
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INTRODUCING EXAMPLES OF STRENGTHENING DISASTER PREVNTION IN 
TUNNEL EMERGENCY FACILITIES 

 
Koji TANIGUCHI, Hiroaki HATTORI 

 
Introducing examples of safety measures for tunnels installed on the Tokyo Outer Ring Road 

 (betweenMisato Minami IC and Koya JCT). 
In Keiyo JCT, all the access routes are tunnel structures, and the main line is a special road space with a semi-

underground structure and tunnel structure. 
For that reason, this JCT is one grade higher than the tunnel grade defined in the standard because it is 

likely to cause accidents and fires. 
Introducing the newly installed “facility to assure evacuation guidance and grasp the situation of accidents” 
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